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1　は　じ　め　に

リンゴの収穫前落果は‘っがる’．‘スターキング’．‘紅

玉・などで多発するが，‘王柿　や　千秋－　でも問題となっ

ている。この収穫前落果を防止するにはオーキシンの散布

が有効である。その作用機作は離層の発達を抑制するため

といわれており，ジクロルプロップ液剤でもその効果が認

められている。ジクロルプロップ液剤は，収穫25日前の

1，000倍～1．500倍液散布によりリンゴの収穫前落果を防止

し，現在‘っがる＝デリシャス系’について農薬登録さ

れ，実用化されている。しかし，‘千秋‥王林’について

は未検討なのでこれらの品種に対する収穫落果防止効果を

検討した。

2　試　験　方　法

（1）‘千秋，に対する収穫前落果防止効果

1991年に樹齢8年生の　千秋’（M．26）を用い検討を

行なった。市販のジクロルプロップ液剤を供試し，処理濃

度は1，000倍とした。処理区は①収穫開始25日前の1回処

理．②収穫開始25日と15日前の2回処理，及び③無処理の

3区を設けた。収穫開始25日前の処理日は9月10日，15日

前は9月21日であり，処理方法は1樹当たり4リットルを

動力噴謬器で立木に全面散布した。それぞれ1区4樹とし

た。

調査は9月10日1樹ごとの着果数を，その後毎日1樹毎

の落果数を計測し累積落果率を求めた。落果した果実は裂

果したものとしないものとに分け，それぞれの落果率を求

めた。10月3日にすべての果実を収穫し地色，着色，硬鼠

糖度，酸度を測定し果実品質を調査した。調査果実数は，

1樹当たり10個とした。

（2）・王林，に対する収穫前落果防止効果

1992年に樹齢7年生の‘王林－（M．26）を用い検討を

行なった。処理濃度及び処理区は　千秋’と同様である。

収穫開始25日前の処理日は10月7軋収穫開始15日前は10

月17日であり処理方法は1樹当たり5リットルを動力噴霧

器で立木に全面散布した。それぞれ1区3樹で2反復とし

た。

調査は，処理後毎日1樹ごとの落果数を計測し，累積落

果率を求めた。11月2日に果実を収穫し，地色，糖度，酸

度を測定した。調査果実数は，1樹当たり10個とした。

3　結果と考察

（1）▲千秋一　に対する収穫前落果防止効果

ジクロルプロップ液剤処理5日後までは，各処理区とも

同等の落果率を示していたが．それ以降無処理区の落果は

増加し，最終的な落果率は1回処理区で36．5％，2回処理

区で29．2％，無処理区で62．3％であった。このことからジ

クロルプロップ液剤処理により飯箸な落果防止効果が認め

られた。処理区では落果はこうあ部が裂果した果実の約9

割以上を占めた。健全な果実の落果は1回処理区で7．7％，

2回処理区で2．9％と少なかった。これに対し無処理区で

の落果率は裂果果実が77．2％，健全巣が22．8％で，健全巣

の落果が各処理区より多く認められた。

処理回数の違いによる落果防止効果は，1回処理区より

2回処理区でやや高い傾向がみられたが．有意な差は認め

られなかった。

ジクロルプロップ液剤はオーキシンの特性によって，果

実の成熟促進や着色増進等の作用が認められている。本試

験でも，ジクロルプロップ液剤処理の果実は∴無処理の果

実より地色，着色が進み，硬度が軟らかくなり，酸が少な

表1　ジクロルプロップ液剤が　千秋，の落果に及ぼす影響

調　査　　落果数　　落果数 裂果果実の落果

処　　　　理　　　　　果実数　　　　　　　　　　　落果数　落果率1’
（個）　　（個） （％）　　（個）　　（％）

健全異の落果
落果数　　落果率1）
（個）　　（％）

ジクロルプロップ液剤

1000倍1回処　理
ジタロルプロップ液剤

1000倍　2　回　処　理

494　　　　182

356　　　　104

無　　　処　　　理　　　　　401　　　250

36．5且　　　168　　　92．3且

29．2■　　　101　　　97．18

62．3b　　　193　　　77．2b

14　　　　　7．78

3　　　　　2．9且

57　　　　22．8b

注1）落果数は．それぞれ落果総数に対する裂果果実の落果数の割合一健全巣の落果数の割合を示す。
2）表中の異なるアルファベットはダンカンの多重検定で5％レベルの有意差があることを示す0
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表2　ジクロルプロップ液剤が　千秋●　の果実品質に及ぼす影響

糖　度　　　酸　度

処　　　理　　　　地色　　着色　■肖～茹■八　てlbr　（Brix％）（％）
着色面積　　硬　度

ジクロルプロップ液剤

1000倍1回処理
ジクロルプロップ液剤

1000倍　2　回処　理
無　　　処　　　理

3．68　　　　　5．58

3．48　　　　　5．78

2．5b　　　　4．5b

62．ONS　　12．78

67．0　　　　12．9■

61．0　　　13．2b

12．ONS O．388

12．3　　　　0．40且

12．6　　　　0．44b
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ンの多重検定で5％レベルの有意差がある

地色，着色は農林水産省リンゴ用カラーチャートによる0

－＜－1．000倍1回

一一1．000倍2回

－×一無処躍
。畷匂

9．11　　　9．16　　　9．21　　9，26　　10・1（月日）

図1ジタロルプロップ液剤が■千秋’の
落果に及ぼす影響

く，果実の成熟が促進される傾向が認められた。糖度には

処理間の差は認められなかった。また，今回の試験ではジ

タロルプロップ液剤処理による薬害は認められなかった。

（2）▲王相　に対する収穫前落果防止効果

各処理区とも処理8日後から若干落果が認められたが，

最終的な落果率は1回処理区で4．6％．2回処理区で2．9％

であった。これに対し無処理区は，処理18日後から落果が

次第に増加し最終的な落果率は23．2％であった。このこと

から，・王林，に対するジタロルプロップ液剤の収穫前落

果防止効果は高いことが認められた。ジクロルプロップ液

剤の処理回数の違いによる落果防止効果は．2回処理区で

落果率がやや低かったが，大きな差は認められなかった。

ジクロルプロップ液剤による果実の成熟促進の影響は2

回処理区で地色の抜けがやや早かったが，1乗車，硬度，

糖度，酸度は，各処理区とも大きな差はなく，熟期促進は

認められなかった。また，今回の試験ではジクロルプロッ

プ液剤処理による薬害は認められなかった。

4　ま　と　め

ジクロルプロップ液剤は‘千秋’，‘王附　の収穫前落

果防止に有効と考えられた。処理回数の違いによる効果は

ジクロルプロップ液剤1，000倍液1回処理より2回処理が

ことを示す。

表3　ジタロルプロップ液剤が　一王林’の落果に

及ぼす影響

調　査　落果数　落果率
処　　　　理　　　　果実数

（個）　（個）　（％）

ジタロルプロップ液剤

1000　倍1回　処　理
ジタロルプロップ液剤

1000　倍　2　回　処　理

無　　　　処　　　　理

543　　　26　　　4．9

489　　14　　　2．9

285　　　66　　23．2

累
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一つ・・．1．000倍1回
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図2　ジクロルプロップ液剤が‘王林’の
落果に及ぼす影響

表4　ジクロルプロップ液剤が‘王杵　の果実品質
に及ぼす影響

糖度

処　理　地色諾哲器
ジクロルプロップ液剤

1000倍1回処理
ジタロルプロップ液剤

1000倍　2　回処理
無　　　処　　　理

5．0　16．0　15．3　0．32

5．9　15．7　15．5　0．30

5．2　15．5　15．3　0．33

注．地色は農林水産省リンゴ用カラーチャ ートによる。

やや高い傾向にあるが，実用場面では収穫25日前の1，000

倍液1回処理で十分と考えられた。
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